
 

 

 

 

 

 

 

「品格教育の大切さ」 

秋は学校行事が多く、集団の子どもたちを校外へ連れていく機会が多い時期です。私が様々な地

域を行き来して感じるのは、公共のマナーが欠如していたり、他人への配慮がない態度があったり

と、迷惑行為をする人が多くなったということです。当然、本校の子どもたちには事前指導を行っ

ています。そこで私は、藤原正彦さんの「国家の品格」を思い出しました。藤原正彦さんのミリオ

ンセラー「国家の品格」は２００６年に刊行され、この年の流行語大賞に「品格」が選ばれました。

内容を要約すると、「武士道精神の復活。すなわち、忠義、誠実、恥を知る心など、武士道に根ざ

した道徳観が日本社会の支柱だった。これを教育や社会の中で再評価すべきである。国家とは品格

である。経済力や軍事力ではなく、道徳的な高さや文化的な深みこそが国家の真の力」など、教育、

文化、道徳の再構築を通じて、日本が「世界に迎合せず、誇りをもって生きる」ことの大切さを訴

えた内容です。教育に話を戻しますと、品格教育というものがございます。品格教育とは、子ども

たちが良い行為とはどのようなものかを知り、良い行為をとれるようなことを望み、良い行為を実

際に行うことで、自分自身の生活を良い方向に導くように援助していく教育です。本校でも、キー

ワードを「あ・じ・み」として「あいさつ、時間、身だしなみ」を大切にしています。あいさつは

立ち止まって相手の目を見て行うこと、５分前行動の習慣化、身だしなみを整える等の指導を行っ

ています。良い行為の習慣化を目指すことは、広い意味での学力形成の基盤であると同時に社会人

基礎力が身につきます。下記の写真にある様に品格ある本校の子どもの活動があり、様々なところ

で活躍してくれています。 

私は、品格教育こそ人間教育の「第一の教育」であると考えます。 

 

青  嵐 
〔教育目標〕創造 貢献 挑戦 〔校訓〕自治 

《学校便り 11 月号》 

令和 7 年 11 月 14 日 

発行者 

西東京市立青嵐中学校 

校 長 湯 浅 泰 美 

IJ 学級移動教室（寄せ木細工コースター作り） 

多世代交流型地域クリーン活動 



【１１月の予定】 

１ 土 東京都教育の日 

２ 日  

３ 月 文化の日 

４ 火 学習・読書週間始 

わくわく自習室 

５ 水 ④カット（４５分授業） 

６ 木 わくわく自習室 

７ 金  

８ 土  

９ 日  

１０ 月 学年朝礼 

１１ 火 わくわく自習室 

１２ 水 定期考査前学習週間終 

職員会議 

１３ 木 第４回定期考査 

１４ 金 第４回定期考査 

１５ 土  

１６ 日  

１７ 月 全校朝礼 安全指導 ②③カット 

挨拶運動運動始 

１８ 火  

１９ 水 避難訓練 

専門・中央委員会 

２０ 木 四校交流会（IJ 学級） 

２１ 金 脊柱側弯検診 

挨拶運動終 

２２ 土  

２３ 日 勤労感謝の日 

２４ 月 休日 

２５ 火  

２６ 水  

２７ 木 職場体験（２年） 

校内実習（IJ 学級） 

２８ 金 職場体験（２年） 

校内実習（IJ 学級） 

校外学習（１年） 

２９ 土  

３０ 日  

 

 

 

 

 

【11 月の生活目標・めあて】 

〈生活目標〉 

思いやりの心をもち、 

充実した学校生活を送ろう 

 

〈努力点〉 

・学習の充実、体力の増進 

(タブレット端末の活用) 

・計画的な学習と学級活動の充実 

・生徒会活動への参加意欲 

 

〈校内外生活〉 

・係・委員会活動を積極的に行おう 

・規則正しい生活をしよう 

・友人にやさしく接しよう 

・手洗い・うがい・手指消毒の徹底 

・読書や学習に励もう 

【11 月の保健目標・めあて】 

〈保健目標〉 

よい姿勢をしよう 

 

〈保健関係〉 

 ・正しい姿勢で授業を受ける 

・感染防止を心がけよう 

・手洗い・うがい・消毒  

・教室の喚起に気を付けよう 

【11 月のスクールカウンセラー 】 

来校日について 

 

５日（水）、12 日（水）  

 

19 日（水）、26 日（水） 

相談をご希望の方は、電話で 

ご予約ください。 

 

◎相談室直通電話番号 

042-423-6297（留守電有り） 

◎青嵐中学校職員室 

042-422-3615 



 
《諸活動の記録》             ＜敬称略＞ 
 

 
女子バレーボール部  

  １１ブロックバレーボール新人大会 
   2 日目 I リーグ（敗退） 
      VS 東大和五 25-20 
    24-26 
   14-25(1-2) 
      VS 東大和三 22-25 
    26-28(0-2) 
  ≪顧問より≫ 
    新人戦２日目ですが、自分たちのミスや相手の勢いに飲まれてしまい、惜しくも２試合とも敗戦となり大会を終

えることとなりました。チームとしてかなりの悔しさを残す結果となってしまいましたが、夏の選手権での都大
会出場への決意をさらに強くすることとなりました。今後とも応援のほどよろしくお願いします。 

 
サッカー部  

  １１ブロックサッカー新人大会 
   予選リーグ（３位で予選リーグ突破） 
      VS 東村山五  １－０ 
      VS 武蔵野大学 ５－１ 
      VS 東村山二  ０－３ 
      VS 東久留米南 ０－１ 
   決勝トーナメント１回戦（敗退） 
      VS 東村山一  ０－２ 
  ≪顧問より≫ 
  夏休みに行われた西東京市大会では９校中７位と悔しい結果でした。その悔しさをバネに１１支部大会に臨みま

した。夏休みから取り組んだヘディング練習の成果もあり、予選リーグでは粘り強い守備と最後まで諦めない攻
撃の姿勢で、３位で予選リーグを突破できました。決勝トーナメントでは攻撃の形を作ることができず、負けて
しまいました。夏季大会に向けてより一層集中して練習に取り組んでいきます。今後とも応援のほどよろしくお
願いします。 

 
 

ソフトテニス部  
令和 7 年度第１１ブロック新人シード決め大会 Ｒ７．８．２４ 

【個人戦】 

1 回戦 M・K③－１東久留米中央 

2 回戦 H・K③－０大門 

    I・Ｗ③－０明保 

    Ｙ・Ｈ③－０東村山六 

    Ｍ・Ｋ０－③武蔵村山五 

3 回戦 Ｈ・Ｋ③－０東村山七 

    Ｉ・Ｗ③－１大門 

    Ｙ・Ｈ③－２東大和三 

4 回戦 Ｈ・Ｋ③－１東久留米西 

    Ｉ・Ｗ２－③東村山七 

    Ｙ・Ｈ③－１東村山七 

準決勝 Ｈ・Ｋ③－１東村山七 

Ｙ・Ｈ③－０東久留米東 

決勝  Ｈ・Ｋ③－１Ｙ・Ｈ  ※決勝戦が同校対決となりました。 

 

令和７年度第１１ブロック中学校ソフトテニス新人大会 Ｒ７．９．７・１５・２１・２３ 

【団体戦】 

予選リーグ ③－０明保 

決勝トーナメント 

      ③－０東久留米東 

 準決勝  ③－０武蔵村山五 

  決勝  ②－１東久留米西  ※優勝…東京都新人大会団体戦への出場権獲得 

       

【個人戦】 

1 回戦 Ｍ・Ｓ０－③東村山二 

    Ｆ・Ｋ１－③東久留米東 

    Ｙ・Ｔ③－０明保 

    Ｍ・Ｋ③－０武蔵村山五 

    Ｍ・Ｔ③－０明保 

2 回戦 Ｈ・Ｋ③－０東村山四 

Ｙ・Ｔ０－③東村山六 

Ｍ・Ｋ③－０大門 

    Ｋ・Ｉ③－１大門 

Ｉ・Ｗ１－③ひばりが丘 

Ｙ・Ｈ③－０東大和三 

 



 

 

3 回戦 Ｈ・Ｋ③－０東村山二 

Ｍ・Ｋ③－２東久留米東 

Ｋ・Ｉ２－③東村山七 

Ｙ・Ｈ③－０東久留米西 

4 回戦 Ｈ・Ｋ③－０東久留米中央 

    Ｍ・Ｋ③－０ひばりが丘 

    Ｙ・Ｈ③－１東村山六 

5 回戦 Ｈ・Ｋ④－２東久留米西 

    Ｍ・Ｋ０―④東村山七 

    Ｙ・Ｈ④－３武蔵村山五 

準決勝 Ｈ・Ｋ④－１東村山七 

    Ｙ・Ｈ④－０東村山七 

決勝  Ｙ・Ｈ④－０Ｈ・Ｋ  ※優勝・準優勝の 2 ペア…東京都新人大会個人戦への出場権獲得 

 

今の三年生の代では、昨年度に続いて都選手権大会にてベスト 32 に入ることができました。先輩たちの頑張りと

悔しさを心に留め新チームがスタートし、新人大会を迎えております。現在のチームでも「最後まであきらめない

プレーをする」「練習からみんなで声を出し、本気で一生懸命に取り組む」ことを常に心がけ、活動を行っています。

各自がチームにおける責任を自覚し頑張っておりますので、応援の程宜しくお願い致します。 
 

 

 

合唱コンクール 「青天熱唱」 

 10 月 17 日(金)、青嵐中学校の２大行事の一つである合唱コンクールが実施されました。感染症
の波を乗り越え、皆で合唱コンクールに向け各クラスで一心に取り組む姿を見ることができました。 
 合唱コンクール当日。IJ 学級では、課題曲を１年生に合わせ、自由曲ではテンポの速い曲に挑戦
しました。1 番手というプレッシャーの大きい出番でしたが、皆で一生懸命声を合わせ、しっかり
と最後まで歌い上げる事ができました。 
 続いて、1 年生の部。最初は合唱コンクールへ向けて、クラスでどのように練習を進めていけば
良いのか試行錯誤する日々でした。しかし、練習を重ねることで歌うことへの自信がつき、緊張の
中どのクラスも練習の成果を出し、元気でパワフルな合唱を披露することができました。 
 2 年生の部では、曲の難易度が上がり、よりチームワークが求められる合唱となります。課題曲
では、曲調の変化を見事に表現した、迫力のある演奏でした。クラス練習では、話し合いを重ねな
がら練習を進める姿がみられ、強弱の表現や歌詞の意味など、各クラスの工夫が感じられる合唱で
した。 
そして 3年生の部。どのクラスも中学校生活最後の合唱コンクールにかける想いが伝わってくる、

素晴らしい合唱を披露してくれました。修学旅行などの行事と並行しながら練習を進め、難易度の
高い自由曲も楽しそうに歌う姿が印象的でした。鑑賞していた１・２年生の「憧れ」に繋がってく
れたことと思います。 

＜結果一覧＞ 

 金賞 銀賞 

３年 ３年 E 組 自由曲「証」 ３年 C 組 自由曲「手紙～拝啓 十五の君へ～」 

２年 ２年 D 組 自由曲「心の瞳」 ２年 C 組 自由曲「予感」 

１年 １年 D 組 

自由曲「旅立ちの時～Asian Dream Song～」 

１年 C 組 自由曲「COSMOS」 

ＩＪ学級  銀賞受賞 自由曲「風になる」 

＜合唱コンクールの様子＞ 


